
25

■■■　適用雑草と使用方法　■■■�
令和 4年 10 月現在の登録内容

作物名 適用雑草名 使用時期 使用量
本剤の

使用回数
使用
方法

アシュラムを含
む農薬の 

総使用回数

日本芝 
（こうらいしば） 一年生雑草 芝生育期 

（雑草生育期）

100〜150
mℓ／㎡ 

（原液散布）

3 回
以内

雑草茎葉
散布

3 回
以内

■■■　効果・薬害等の注意　■■■
●生育期の一年生雑草に有効なので雑草の発生後、生育期（草丈 10cm 以下）に茎葉に均
一に散布する。
●カヤツリグサ科雑草に対しては効果が劣るため、カヤツリグサ科優占圃場での使用は避
ける
●遅効性で、効果の現れるまでにかなりの時間を要し、散布が遅れると効果が劣るので、
時期を失しないように散布する。低温時では更に効果発現が遅れる可能性があるため、
誤って再散布しない。
●日本芝に使用する場合は、下記の項目に注意する。
○�生育期（雑草発生初期）に使用する場合、夏季高温時及び芽立ち期の散布は一時的に
黄化を生じるおそれがあるのでさける。
○�メヒシバ、スズメノカタビラには効果を安定させるため、４〜５葉期までに使用する。

除草剤●�一年生雑草の強害草を選択的に除草します。

農林水産省登録第 22878 号
性状：無色透明液体
毒性：普通物＊

有効年限：5年
＊は毒劇物に該当しないものを指し
ていう通称

（アシュラム液剤）

有効成分：�N′─メトキシカルボニルスルファニルアミドナト
リウム…0.20％、水等…99.8％

■■■　特長　■■■
●うすめずそのまま使える除草剤です。
●メヒシバ、タデなどの一年生雑草の生育期に優れた除草効果を示します。
●哺乳類、鳥類、魚類、昆虫類、微生物などへの影響が少ない除草剤です。
●分解が早く、土壌中での残留はほとんどありません。
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●散布後の降雨は除草効果を減ずるので、天候を確認してから散布する。
●周辺作物には薬害を生じるおそれがあるので、飛散しないように注意し、特に初めて使
用する場合には病害虫防除所または販売店と相談することが望ましい。

■■■　安全使用上の注意　■■■
●空容器等は環境に影響を与えないよう適切に処理する。
●眼に入らないように注意。眼に入った場合は、直ちに水洗する（弱い刺激性）。
●かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意する。
●公園等で使用する場合は、散布中及び散布後（少なくとも散布当日）に小児や散布に関
係のない者が散布区域に立ち入らないよう縄囲いや立て札を立てるなど配慮し、人畜等
に被害を及ぼさないよう注意を払う。
●使用残りの薬剤は必ず安全な場所に保管する。

保管…直射日光をさけ、子供の手の届かないなるべく低温な場所に密栓して保管する。

○飲めません。
○有効年月内に使用する。
○体調の悪いとき、妊娠中、飲酒後等は取り扱い及び作業をしない。
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